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こ
の
冊
子 

”わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
” 

は
、 

第
一
部
～
第
四
部
か

ら
な
り
、
二
冊
の
冊
子
に
Ｂ-

５
サ
イ
ズ
に
ま
と
め
ま
し
た
。
書
き
出
し
は

『ふ
る
さ
と 

そ
れ
は
、
遠
い
祖
先
か
ら
の
大
切
な
贈
り
物
で
あ
り
ま
す
』
か

ら
始
ま
り
、
古
く
は
寛
永
四
年
（
（
一
六
二
七
）
か
ら
の
加
西
市
北
条
町

東
高
室
地
区
の
歴
史
か
ら
、
古
地
図
や
古
文
書
を
退
職
以
来
約
八
年
の

歳
月
を
か
け
、
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
総
ペ
ー
ジ
４
０
０

ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
手
つ
く
り
の
和
綴
じ
の
文
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

                

ＰＣクラブ資料 ２０１６１１１６ 

 

   冊子（わたしたちのふるさと 東高室）の作成 

   
 

    

こ
の
冊
子
は
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
二
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。 

 

一
冊
は
、
三
部
構
成
と
致
し
ま
し
た
。 

 

第
一
部
：
わ
た
し
た
ち
の
ふ
る
さ
と
東
高
室 

 

第
二
部
：
伝
統
と
文
化
遺
産 

 

第
三
部
：
歴
史
探
訪 

も
う
一
冊
は
、 

史
料
・
資
料 

と
い
う
よ
う
に
分
け
て
作
成
致
し
ま
し
た
。 

 

出
来
る
だ
け
写
真
や
表
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。 
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◆
村
勢
（
石
高
・
人

口
・
戸
数
等
） 

  

エ
ク
セ
ル
で
作
成 

 
⇓
 

コ
ピ
ー 

 
⇓
 

貼
り
付
け 

村勢 

 
      

 

 

 

 

  正保郷帳 元禄郷帳 天保郷帳 天保 14 年 安政 5 年 明治 13 年 明治 24 年 大正元年 昭和元年 

西暦 1644～47 1688～03 1830～43 1843 1858 1880 1891 1912 1926 

戸数       160   151 141 97 94 

人口       700   644 628 414 414 

田 297 石余 合計 合計   年貢取米  12 町歩     46 町歩 

畑 46 石余 362 石余 373 石余   138 石余 11 町歩     6 町歩 

宅地           5.6 町歩     9,232 坪 

山林           42 町歩     46 町歩 

原野           6 町歩     6 町歩 

租税地           6 町歩     7 町歩 

役者       146       30 戸   

石屋               20   

坂
元 

剣
坂 

長 大
村 

 

豊
倉 

高
室 

別
府 

国
正 

場
所 

一 一 十
六
以
上 

二 一 六
以
上 

一 一 採
石
場
数 

近
世 

   

江
戸
初
期 

古
代
～
昭
和 

明
治
～
大
正
か 

昭
和
～ 

時
期 

一
乗
寺
造
営 

  

河
底
に
は
矢
穴
と
思

わ
れ
る
痕
跡 

    

備
考 

表の作成 

◆
加
西
の
採
石
場 

  

直
接
ワ
ー
ド
で
作
成 
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◆ 

１
、
字
下
げ
と
ぶ
ら
下
げ 

 
 

２
、
ル
ビ 

 

３
、
割
注 

 
 

 

歌
舞
伎
が
発
祥
し
た
の
は
、
徳
川
幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
十
余
年
の
年
を
経
て
京
の
南
座
他
七
座
が
る
等
々
、
江

戸
時
代
に
大
成
し
た
日
本
の
代
表
的
な
演
劇
で
す
。
慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六

一
五
）
の
こ
ろ
阿
国

お

く

に

歌
舞
伎(

江
戸
時
代
初
期
、
出
雲
阿
国
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
歌
舞
伎
。
女
性
が
男
装
し
て
唱
歌
に
あ

わ
せ
て
簡
単
な
舞
踊
を
繰
り
返
し
た
も
の
。
女
歌
舞
伎
の
先
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。)

に
は

じ
ま
り
、
女
芝
居
、
若
衆
歌
舞
伎(

江
戸
初
期
、
前
髪
の
あ
る
少
年

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
伎)

を
経
て
、
元
禄
期
（
一
六
八

八
～
一
七
〇
四
）
に
劇
的
要
素
を
主
と
す
る
演
劇
に
発
展
し
ま
し
た
。
女
優
の

代
わ
り
に
女
形
を
使
い
、
舞
踏
劇
・
音
楽
劇
な
ど
の
要
素
を
含
む
演
劇
、
つ
ま

り
、
現
在
見
る
よ
う
な
演
劇
ス
タ
イ
ル
の
男
性
だ
け
の
歌
舞
伎
へ
と
発
展
し
て

い
き
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
幕
府
か
ら
強
い
規
制
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

         
 

     

  

１
、 

字
下
げ
と
ぶ
ら
下
げ 

 

◇
一
字
字
下
げ 

歌
舞
伎
が
発
祥
し
た
の
は
、
徳
川
幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
十
余
年
の
年
を
経
て
京
の
南
座
他
七
座
が
る
等
々
、
江

戸
時
代
に
大
成
し
た
日
本
の
代
表
的
な
演
劇
で
す
。 

 
 

↓ 

歌
舞
伎
が
発
祥
し
た
の
は
、
徳
川
幕
府
が
開
か
れ
た
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）

と
い
わ
れ
、
そ
の
後
、
十
余
年
の
年
を
経
て
京
の
南
座
他
七
座
が
る
等
々
、
江

戸
時
代
に
大
成
し
た
日
本
の
代
表
的
な
演
劇
で
す
。 

   

◇
一
字
ぶ
ら
下
げ 

慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
こ
ろ
阿
国

お

く

に

歌
舞
伎(

江
戸
時
代
初
期
、
出
雲
阿
国
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

歌
舞
伎
。
女
性
が
男
装
し
て
唱
歌
に
あ
わ
せ
て
簡
単

な
舞
踊
を
繰
り
返
し
た
も
の
。
女
歌
舞

伎
の
先
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。)

に
は
じ
ま
り
、
女
芝
居
、
若
衆
歌
舞
伎(

江
戸
初
期
、
前
髪
の
あ
る
少
年

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
伎)

を

経
て
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
劇
的
要
素
を
主
と
す
る
演
劇
に

発
展
し
ま
し
た
。 

 
 

 

↓ 

慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
こ
ろ
阿
国

お

く

に

歌
舞
伎(

江
戸
時
代
初
期
、
出
雲
阿
国
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た

歌
舞
伎
。
女
性
が
男
装
し
て
唱
歌
に
あ
わ
せ
て
簡
単

な
舞
踊
を
繰
り
返
し
た
も
の
。
女
歌
舞

伎
の
先
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。)

に
は
じ
ま
り
、
女
芝
居
、
若
衆
歌
舞
伎(

江
戸
初
期
、
前
髪
の
あ
る
少
年

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
伎)

を
経
て
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
劇
的
要
素
を
主
と
す
る
演

劇
に
発
展
し
ま
し
た
。 

  

字下げとぶら下げ・ルビ・割注 

一
行
目
が
一
字
下
が
る 

一
行
目
は
そ
の
ま
ま
で 

二
行
目
か
ら
一
字
さ
が
る 
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２
、
ル
ビ
を
つ
け
る
と
行
間
が
広
く
な
る 

 
女
優
の
代
わ
り
に
女
形

お

や

ま

を
使
い
、
舞
踏
劇
・
音
楽
劇
な
ど
の
要
素
を
含
む
演

劇
、
つ
ま
り
、
現
在
見
る
よ
う
な
演
劇
ス
タ
イ
ル
の
男
性
だ
け
の
歌
舞
伎
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
幕
府
か
ら
強
い
規
制
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

↓ 

 

女
優
の
代
わ
り
に
女
形

お

や

ま

を
使
い
、
舞
踏
劇
・
音
楽
劇
な
ど
の
要
素
を
含
む
演

劇
、
つ
ま
り
、
現
在
見
る
よ
う
な
演
劇
ス
タ
イ
ル
の
男
性
だ
け
の
歌
舞
伎
へ
と

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
絶
え
ず
幕
府
か
ら
強
い
規
制
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

                

                           

修
正
方
法
：
ル
ビ
を
付
け
た
部
分 

●

右
ク
リ
ッ
ク 

→
 

段
落 

→
 

イ
ン
デ
ン
ト
の
行
間 

 
→
 

間
隔 

行
間
を
固
定
値
・
間
隔
を
初
期
の
数
値
に 

 

（
初
期
値
の
文
の
文
字
数
と
行
数
は
） 

ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト 

→
 

ペ
ー
ジ
設
定
の
右
下
の
三
角
矢

印
を
ク
リ
ッ
ク 

→
 

ペ
ー
ジ
設
定 

→
 

文
字
数
と
行
数 

で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る 

固定値 間隔 

字
下
げ
・
ぶ
ら
下
げ 
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３
、
割
注 

  

慶
長
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）
の
こ
ろ
阿
国

お

く

に

歌
舞

伎(

江
戸
時
代
初
期
、
出
雲
阿
国
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
歌
舞
伎
。
女
性
が
男
装
し
て
唱
歌
に
あ

わ
せ
て
簡
単
な
舞
踊
を
繰
り
返
し
た
も
の
。
女
歌
舞
伎
の
先
を
な
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。)

に
は

じ
ま
り
、
女
芝
居
、
若
衆
歌
舞
伎(

江
戸
初
期
、
前
髪
の
あ
る
少
年

に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
歌
舞
伎)

を
経

て
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）
に
劇
的
要
素

を
主
と
す 

る
演
劇
に
発
展
し
ま
し
た
。 

                  

   

【
参
考
】 

 

◇
縦
中
横 

 

平
成2

8

年1
1

月1
6

日 

 
 
⇓
 

 

平
成
28
年
11
月
16
日 

  

◇
組
文
字
（
最
大
六
文
字
） 

 

洋
友
会 

 
 
 

 

 
 
⇓
 洋

友
会 

  

◇
囲
い
文
字 

 

あ 
 

 
⇓
 

 

○あ 

 
 

    

割
注 



6 

 

   

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真の人名表示 

人
の
形
イ
ラ
ス
ト
は
図
形
で 
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◇
近
世 こ

の
こ
ろ
に
は
高
室

芝
居
（
歌
舞
伎
）
は
す
で

に
地
芝
居(

農
民
自
身
に
よ

る

素

人

芝

居)

の

域
を
脱
し
て
巡
行
を
生

業
と
し
て
い
ま
し
た
。
が
、

芝
居
上
演
の
記
録
が
残

っ
て
い
な
い
百
年
の
空

白
期
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
空
白
期
が
過
ぎ
た
同

時
期
に
寛
政
の
改
革

註

 

①

が
発
令
さ
れ
ま
す
が
、
老
中
水
野
忠

邦
が
罷
免
さ
れ
た
翌
々
年
に
は
、
高
室
芝
居
は
買
わ
れ
て

巡
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。 

そ
の
盛
況
ぶ
り
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
当
村
の
山
野
口

大
明
神
の
手
水
鉢
（
享
和
二
年
：
一
八
〇
二
）・
大
歳
神
社

の
狛
犬
（
文
政
十
一
年
：
一
八
二
八
）
等
々
に
座
名
・
役

者
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
狛
犬
に
は
当
村
の
役
者
だ
け

で
な
く
大
坂
等
の
役
者
名
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

大
坂
の
役
者
の
ひ
と
り
「
曽
我
逎
家
五
郎(

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九

二
）
歌
舞
伎
役
者
、
中
村

珊
瑚
朗
の
弟
子
。
喜
劇
役
者

及
び
喜
劇
作
家
と
し
て
活
躍)

」
も
、
二
十
二
・
三
歳
の
こ
ろ
中
村
珊さ

ん

之

助
を
名
乗
っ
て
播
磨
高
室
村
の
嵐
吉
三
郎
で
「
本
当
の
役

者
修
業
」
を
お
こ
な
っ
た
と
あ
り
ま
す
。 

  

 

◇
写
真
の
挿
入 

 

写
真
を
挿
入
し
た
場
合
文
字
と
写
真
の
間
が
狭
く
な
っ
た

場
合 

 
 
⇓
 

 

挿
入
し
た
写
真
を
ク
リ
ッ
ク 

 
 
⇓
 

 

図
ツ
ー
ル 

 
 
⇓
 

 

文
字
列
の
折
り
返
し 

 
 
⇓
 

 

外
周
を
選
ぶ 

 

※
写
真
の
上
に
文
字
を
入
れ
る
場
合
は
、
背
面
を
選
び 

 
 

 

写
真
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る 

図
の
書
式
設
定 

 
⇓
 

一
番
右
を
選
ぶ
：
山
の
図 

 
⇓
 

図
の
修
正 

 
⇓
 

明
る
さ
・
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
調
整 

   
 

《大歳神社の狛犬》 

 

写真の挿入 

背面 

外周 
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②
木
戸
札
金
額
・
枚
数
書
き
上
げ 

 
 
 
 
 
 
 

夜
業
油
代 

 

一
円
九
十
□
銭 

大
工
二
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

作
料 

十
銭 
 
 
 
 

コ
ヤ
バ
ン
賃
銀 

六
銭 

 
 
 
 

マ
ネ
キ
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

墨
代 

二
十
銭 

 
 
 

辻
ビ
ラ
四
方
へ
下
々 

 
 
 
 
 
 
 
 

賃
金 

十
五
銭 

 
 
 

販
ス
ニ
付 

 
 
 
 
 
 
 
 

通
券
五
十
枚
代 

一
円 

 
 
 
 

玉
板
分 

□
日 二

円 
 
 
 
 

衣
装
代 

六
十
銭 

 
 
 

舟
渡
し
賃 

四
十
一
銭 

 
 

衣
装
駄
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 

車
賃 

□
一
日 

三
十
二
銭 

 
 

初
日
及
雨
天
巡
回 

 
 
 
 
 
 
 
 

警
察
へ
出
願
車
賃 

□
六 六

十
銭 

 
 
 

二
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

舟
渡
し
賃 

二
円
五
十
銭 

 

衣
装
分 

文字の方向 

◇
文
字
の
方
向 

①

挿
入 

 
⇓

 

図
形 

 
⇓

 

テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
選
ぶ 

テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
先
端

に
回
転
ハ
ン
ド
ル
マ
ー
ク
が

あ
る 

マ
ー
ク
を
任
意
の
方
向
に

（
縦
・
横
・
反
転
等
）
す
る 

洋
友
会 反転 

六
十
銭 

 
 

舟
渡
し
賃 

 

二
円 

 
 
 

衣
装
代 

 

三
十
五
銭 

 

請
い
も
ん
賃 

 

八
十
銭 

 
 

東
西
屋
二
人 

 

 
 
 
 
 
 

初
日
分
賃 

 

一
円 

 
 
 

マ
ネ
キ
板
十
四
枚
代 

 

合
計 

 

二
十
五
円
三
十
四
銭 

 
 

此
内
金
三
円
六
十
一
銭 

 

座
長
持
ち
引
き 

 

差
し
引
き 

  

十
八
円
七
十
三
銭 

②
挿
入 

 
⇓

 テ
キ
ス
ト 

 
⇓

 テ
キ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
選
ぶ 

六
十
銭 

 
 

舟
渡
し
賃 

 

二
円 

 
 
 

衣
装
代 

 

三
十
五
銭 

 

請
い
も
ん
賃 
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文責：伊藤 嘉明  ２０１６１１１６ 


